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本論文は Ti， B添加型溶接金属の強度，靭性，組織に及ぼす諸因子を(1)柱状晶部と (2) 再熱部とに分け，かっ，溶
接のまま (AW) と (3) 後熱処理 (PWHT) 後とに分けて検討し大入熱溶接で- 60 0C以下の低温仕様に適用できる
TMCP鋼に適合した溶接金属の最適成分設計手法を述べたものであり， 7章からなる。




第E章では，柱状晶部の強度，靭性，組織に及ぼす 1) 強化元素， 2) 強脱酸元素， B およびO の影響を検討している。
とくに重要なアシキュラーフェライト (AF) の生成条件を詳しく調べ， AF変態核として α鉄との格子整合性の良いス
ピネル型酸化物の形成を確保すること，それには Al， Ti の酸化が必須なことを述べている。さらに，溶融池では O との
親和力の強い順に脱酸反応が進行し， Ti, B の酸化度はAI/O比に支配され， Tiが酸化するには Al/ü比< 1.125 (0. 





粒界フェライトが，後者では島状マルテンサイトが脆化の主因であること，低 C-低 O-Ni 系が最適成分系であるこ
となどを明らかにしている。




第百章では，実施工に必要な溶接材料を(1)柱状晶部のみからなり AWで使用されるもの， (2) 再熱脆化の考慮も



















(2) 酸化物の解析を行いスピネル型酸化物の生成条件を明らかにし Al， Ti の酸化， Al/O比の制御が必須なことを明













ていた Nb も， P の偏析を助長し焼戻脆化を促進する効果が大きいことを明らかにしている。そしてPWHT脆化対策
として，低 C，低P による高純化およびNi， Mo の添加による強度確保が有効であることを実証している。
(9) 以上の結果を基に実施工に必要な，総合的最適溶接金罵成分設計の指針をまとめ，各種の TMCP鋼に適した片面一
層，両面一層および多層溶接用材料を設計，試作し，その設計指針の有効性を実構造物に適用し実証している。
以上のように，本論文は大入熱サブマージアーク溶接における Ti， B添加型溶接金属の強度，靭性に及ぼす諸因子を，
? ????
柱状晶部と再熱部とに分けて基礎的に解析し溶接のままおよびPWHT後などの目的に応じた最適成分を確率し，実用
的な溶接用材料を開発したものであり，その成果は溶接工学ならびに生産加工技術の発展に貢献するところ大である。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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